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谷オロ3年度 え州1ノ＼県赤十字大会 次第

期 谷待3年 11月 11日 lttl
10時 00卜 12時00分

iたh撤o総谷夫化センターグランシアタ
人分市奇少町2春33号

会

史付開発  8時 20分
史付盗▼  9時 30分

若席時間  被友彰考  9時 20分まで
司醒珍財  9時 30分まで

日本赤十字社″,拳劇総裁宮妃殿下 ご臨麻 10時 00分

大会式典

第1部                          10時 00分～11時 20分

次 第
・開会の等
・回歌斉場

・丈部長あいさつ (日 本赤十字社え州′＼摯丈郵代表 人分黒え部長)
。有功幸のごザt与
・感謝次贈ニ

・日本赤十字社名誉副総裁宮・女乙雅下のおことば

・同本赤十字社社長あいさつ
。未賓祝牛 (人分系裁会義長、人分県市長会会長)
。大会宣吉
・悶会の辞
・日本赤十字れ名誉冨1鯰戒宮妃殿下 ご4席

日
　

　

場

史付時間

第2部

・日本赤十字社を吝劇総裁守妃殿下

11時35分～12時00分
ご臨席 (特冴1統覧席)

アトラクション (日 本夫班大学 チアリーディング部)11時 35分

日本赤十字社″,誉副総裁宮妃敗下 ご4席 11時 55分
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